


[bookmark: _Hlk110265640]註　西暦表記
（様式３）

業　　　績　　　書

氏名：　　　　　　　　　　＜タイトル＞
※Ⅱ以下も同様


＜著者名＞
※Ⅱ以下も同様

Ⅰ　学術論文
１．○○○○○○○
　　　□□　□□
　　　△△学会論文集、第△△巻△△号、ｐｐ．○○－○○、　　　　　　○○年○月　　
２．○○○○○○○
　　　□□　□□、△△　△△、
　　　△△学会誌、第△△巻△△号、ｐｐ．○○－○○、　　　　　　　　○○年○月　　
・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ　著　書
１．○○○○○○○
　　　□□　□□
　　　○○○社、ｐｐ．○○－○○、　　　　　　　　　　　　　　　　　○○年○月
２．○○○○○○○
　　　□□　□□、△△　△△、
　　　○○○社、ｐｐ．○○－○○、　　　　　　　　　　　　　　　　　○○年○月
・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅲ　総説、掲載確定論文、学会抄録、翻訳、作品等
１．○○○○○○○
　　　□□　□□、△△　△△
　　　○○○学会誌、第○○巻○○号、ｐｐ．○○－○○　　　　　　　　○○年○月
２．○○○○○○○
　　　□□　□□、△△　△△、
　　　○○○学会論文集、第○○巻○○号（掲載決定）　　　　　　　　
・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅳ　その他（教育上、職務上の業績等）




註

【　全体　】
① 刊行年は西暦に統一する。
② 応募時に、「登載決定済み」であるが巻号やページ（以下、巻号等）が未定であり、かつ、そのことが選考の際に踏まえられているものに限り、その後、巻号等が確定した時点で、関係資料へ巻号等を追記することは差し支えない。なお、ここでいう「登載決定済み」には、「投稿しただけのもの」および「査読中」のものは含めない。

Ⅰ　学術論文
① 掲載決定論文については、査読編集委員会の受理証明書を添付する。
② 外国の学術論文集に掲載された論文の場合、刊行年月は日本語表記とする。


Ⅱ　著書
① 学位論文はこの項に含める。
② 共著、編著の場合は、担当部分（章・節など）のタイトルとページ数を記載する。
③ 代表執筆者であっても担当部分のない場合は、業績に含めない。


Ⅲ　作品　
[bookmark: _GoBack]例１．設計作品の場合
「○○の住宅」○○県○○市、2001年3月竣工
　　　掲載雑誌名、2000年3月号、pp. 80-87、○○社

例２．設計以外の業務で参加した場合
○○大学教室棟、○○県○○市、2002年3月竣工、
延床面積：6,100m2、構造種別鉄筋コンクリート構造3階建て
構造設計・監理担当（構造設計担当、設備設計担当、現場管理担当、総合企画担当etc.）


Ⅳ　総説、報告書、翻訳等
科研報告書はこの項に含める。










